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「申川氏非抗酸性結核菌」ニ因 ル結核凝集反應

(第三報)桿 状菌 ・球状菌 ヲ以テセル凝集反應比較

北海道帝國大學醫學部中川内科敏室(圭任 中 教授ン

小 田 切 信 男

第一章 緒 言

余ハ第二報 二於 テ結核病原膿登育環上 一Phase

テ爲ス球状結核病原罷 二就 テ之 テ文献的 二考察

シ、球状結核病原膿 ハ、 ソレ自身生禮 二特有ナ

ル病攣テ起 シ得ル ト共 一、一般結核個鵠 二於 テ

モ亦重要ナル役割 ラ演 ズルモ ノト想像 セラル ・

事柄二就テ論 ジタ。

依ツテ必然的二球状結櫛 丙原膿 ノ結核個膿 二封

スル特殊關係即免疫關係 ノ成立ガ考ヘ ラレル。

故二結核球状菌 テ抗元 トシテ結核凝集反慮4實

施 λル ハ學 説 上 及 臨 躰 上重 大 ナ ル意 義 テ存 ス ル

モ ノ ト言 ハ ネ バ ナ ラ ヌ.

余 今 ヤ中川 氏 球 状 菌 二因 ル結 核 凝 集 反 癒 二於 テ

耳卯力成 果 ラ牧 メ得 タ ト信 ズル ガ故 二、 之 レテ報

告 スル。

本 報 二於 テハ、 桿 駄 菌 ・球1伏菌e以 テ同一一血 清

二凝 集 セ シメ、 球 状 菌 ガ遙 二優 秀 ナ成 績 ラ墾 ゲ

得 ル貼 ノ ミテ報;irス ル事 トスル。

第二章 中川氏球状菌二因ル試験的動物實験

詳細 ナル動物 實験 二就 テハ後 二更 メテ報 告 スル

ガ、 本 章 二於 テ ハ試 験 的 意 味 二於 テ試 ミタル、

二、 三 ノ動 物 實験 テ報 ジ、 中 川 氏 球 歌 菌 ノ結 核

病原罷 ナル事 テ確 メ ル ト共 二、 結 核 凝 集 反 癒 用

抗元 トシテ償値 アル事 二就 テ述 ベ ル。

猫菌液 ノ作 製 法 、1メ ヂ ウ ム」、 及 判 定 時 間 ハ線

テ第 一報 二準 ズ ル。 但 シ判 定 方 法 二關 シ テハ第

一報 二於 テハ
、Agglutinoskop一 テ認 メ得 ル最

大稀 繹度 テ取 ツ タ ノデ アル ガ、 本 報 告 二於 テハ

肉 眼 的 二認 メ得 ル凝 集 反鷹 ノ ミラ標 準 トシ タ ノ

テ アル。

第 一一節 健康家 兎血清 ノ凝 集 償

試験的動物實験 二供 スル健康家兎血清 ノ凝集假

テ決定センガ爲 メニ、桿歌菌 ト球歌菌 テ以 テ凝

集反慮 テ行 ツタ成績 ハ第9表 二示 ス如 ク デア

ル。即肉眼 テ以テハ桿状菌ハ凝集陰性 デ アル

ガ、球歌菌二於 テハ100倍 迄凝集 ス ル ラ認 メ

ノレo

第9表 健康家兎凝集反億表
li
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第 二節 コ ツホ氏生 菌 注 射 二因

ノン凝 集債 ノ攣動 二就 テ

弦 二於テ余ハ斯 クノ如 キ健康家兎テ結核 二罹患

セシメタナラバ、中川氏球歌菌二因ル凝集慣二

如何 ナル攣動ガ見 ラレルカテ検 セ ン トシテ第

13號 、第14號 雨家兎ノ静脈内二10mgノ コッ

ホ氏生菌 テ注射 シテ、1週 毎 二心臓穿刺 二依 リ

テ探血 シ、凝集反慮 テ試 ミ、同時二禮重 テ測定

シ、マントー氏反磨 テ検 シタ。

然ルニ第10表 二於 テ見ル如 ク、家兎 ノ結核 二罹

患 シ行 ク過 程 二從 ヒ、 漸 時 凝 集 債 ハ 上 昇 シ、第

13號 家 兎 二於 テ ハ 第3週 ト第4週 ト ニ 於 テ最

高 凝集 贋 ハ400倍 迄 達 シ、 第14號 家 兎 二 於 テ

ハ早 クモ第2週 二於 テ最 高 凝 集 債800倍 二達 シ

タ.而 モ何 レモ マ ン トー 氏 反 慮 出現 二先 立 チテ

凝集 償 ハ明 瞭 二 卜昇 シテ居 ル。

猫 第11表 二於 テ コ レ ラ雨 家 兎 二於 ケ ル 桿 状菌

ト球 状 菌 トラ以 テ セ ル凝 集 反 慮 ノ比 較 ラ示 シタ

'ノ デ アル ガ
、球 状 菌 テ抗 元 トセル モ ノ ・蓬 カニ

高 キ凝集 償 ラ示 ス ラ知 ル。

第10表 コ.ソホ氏 生 菌10彪 ヲ静 脈 二注 射 シテ ノ輕 過
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而シテ此 ノ試験的動物實験 ヨリスレバ、

1)中 川氏球歌菌 ニ ヨル凝集反慮 ハ、マン トー

氏反磨出現 二先立チ、結核病攣 ノ早期二於 テ出

現スル事。

2)肉 眼的凝集 テ標準 トス レバ、球駄菌 ノ方

ガ、桿状菌 ヨリモ容易二凝集 サレ易 イ事。

3)コ ッホ氏生菌 ノ注射 ニヨリテ球歌菌、桿状

菌ノ凝集償ガ何 レモ時 日 ト共 二上昇 スル事 カ

ラ、雨菌ハコッホ氏菌 ト密接 ナ關係 二立 ツモ ノ

デアル事ハ推論出來ル檬 二思 フ。

第 三節 中川氏球 状 菌 ノ生菌 注

射 ニ ヨル凝集 債 ノ攣動 二就 テ

中川誠一博士 ノ實瞼二依ル ト中川氏菌ヘ コ.

杢氏菌二比較ス帆 其ノ古 以上砺 藩 ラ
ルト言 フ。故二余ハ第13號 及第14號 雨家兎二

三⊥主氏生菌10mgテ 注射 セルラ以テ、其 ノ50

倍 ト100倍 量 ノ中川氏球歌菌生菌 テ第15號 及

第16號 雨家兎 ノ静脈内二注射 哲1週 毎二球

欺菌テ以テ凝集債 ノ攣動 ヲ観察 スル ト共 二、其

ノ禮重 ノ攣化及マ ントー氏反慮 テ検査 シタ.

即第12表 二於 テ見ル如 久 注射後3日 ニシテ雨

家 兎共 二異 常 二高 キ凝 集 債 二達 シ、1週 目 二於

テ ハ共 二最 高 二迄 達 シ、3200倍 或 ハ4800倍 迄

判 定 スル事 ガ 出來 タ。

而 シ テマ ン トー 氏 反 磨 ハ第15號 家 兎 二 於 テハ

第7週 目 二登 赤 、浸 潤 、硬 結 共 二、 コ ッホ 氏生

菌 テ注射 セ ル第13號 及 第14號 雨 家 兎 ヨ リモ遅

レテ出現 ス ル様 デ ハ ア ル ガ、寧 ロ強 度 二 出現

シ、第16號 家 兎 二於 テ ハ、 第2週 目 ヨ リ 出現

シ、次 第 二登 赤 、浸 潤 、硬 結 ノ度 テ増 シ第8週

目 ニ ハ褒 赤 ノ直経27mm,浸 潤 硬結 ノ直 径 ハ24

mm二 達 シ、其 ノ中 心 部 ハnekrotischト ナ リ、

そ笈二Krusteテ 残 ス・二至IJツタ。

即 中川 氏 球 歌 菌 注 射 ニ ヨ リテ モ亦 、 コ 。ホ氏 菌

注 射 家 兎 二劣 ラザ ル 強 キTuberculinallergie

テ得 タル ト共 二、 凝集 償 ノ上 昇 ハ マ ン トー氏 反

鷹 出現 二遙 カ ニ先 立 ツ テ居 ル。

コ ノ動 物 實 験 ハ余 ノ病 氣 ノ爲 、 長 ク綾 ケ ル事 ハ

出來 ナ カ ツ タガ、 コ ッホ 氏 生菌10mg注 射 セル

家 兎 ノ何 レモ3ケ 月 ヨ リ4ケ 月 ニ シテ死 亡 ス ル

ニ封 シ、中 川 氏 球 状 菌 ノ生 菌500mg及1000mg

ノ大 量 テ注 射 セル2家 兎 ハ何 レモ8ケ 月 以 上 生
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●

存 テ績 ケタ。其 ノ死亡家兎ノ病理解剖二於テハ 禮ナル事 テ一部説明 シ得タ ト思 フ。

肺臓 二定型的結核病攣 テ説明 シタ。 依 ツテ次 二中川氏球状菌 二依ル臨躰:實験 二就テ

即 コレラニ依 ツテ余ハ中川氏球状菌が結核病原 論ズル。

第12表 中川氏球状菌生菌500彪 及1000選 ヲ静脈二注射シテノ経過
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第三章 人血清二於ケル中川氏桿状菌 卜球状菌ノ凝集反慮比較

第 一節 勤務 看護婦 二於 ケw

凝集 反癒 比較

健康 ト認 メラレル勤務看護婦 二於 ケル球状菌 テ

抗元 トセル凝集反慮 二就 テハ別 二詳細 二述ベル

ガ、本節 二於 テハ只其 ノ凝集状態 二於 ケル雨抗

元 ノ比較 二就テ述(ごル。

:第13表

第13表 二於 テ示 ス如 久 桿 歌 菌 ヲ'抗元 トシテハ

肉眼 テ以 テ判 定 シ得 ル所 ノ凝 集 ハ起 ラナ イ。 即

第 一 報 二於 テ報 ゼル 如 ク デ アル。

然 ル ニ球 状 菌 テ抗 元 トセル モ ノニ於 テハ、殆 ン

ド大 多 数 ハ50倍 二於 テ凝 集 ラ・認 ノ、中 ニハ150

倍 二於 テ陽 性 二判 定 シ得 ル モ ノガ ア リ、 桿状菌

勤務 シツ ・アル看護婦 二於 ケノヒ凝 集反応比較
1

姓 名

病歴中
結核性
疾患ノ
有無

抗 元 型
1 213 4 5 6 718

2515・1751…1・5・12・ ・13・ ・1獺
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1 (一)

Stabchen 一

1≡ に 1一 に 二 」 一
KQkken 十

一 一 一 に H一
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Stabchen

Kokken

St註bchen

Kokken

Stabchen

Kokken

一 一 丁 一 一

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

一
一L一

十 十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

一L

十 一

十

十

十

十

十

十

十

十

十 十

+1+

十

一1一

ラ抗元 トスルモノヨリ遙 カニ高キ凝集債テ示・メ

ス事ガ認 メラレル。

第 二節 非 結核性 患者 二於 ケノレ

凝集 反癒 比較

結核ラ認 メナィ諸疾患者二於ケル桿駄 ・球献雨

航元 ラ以テ ノ凝集反慮 ノ比較 テ第14表 二於 テ

示ス。

却桿状菌 二依ル凝集反慮 二於 テハ肉眼的判定ニ

ヨル時ハ全 ク陰性 二終ルモ ノデアルガt球 状菌

`依 ルモノニテハ明瞭 二凝集 ラ認 メル事ガ出來

ノレo

猶 コ レテ第13表 ノ勤 務 看 護 婦 二 於 ケル成 績 ト

封 照 ス ル ナ ラバ、球 状 菌 二依 リテ ノ・、 寧 ロ勤 務

看 護 婦 二於 ケ ル凝 集 債 ノー 般 二高 イ事 ガ認 メ ラ

レル。 コ レハ何 レ ノ看 護 婦 モ2年 或 ハ3年 以 上

看護 婦生 活 テ爲 シテ居 ル者 デ ア リ、 其 ノ環 境 ノ

結 核 菌 二暴 露 サ レル機 會 ノ多 イ爲 メ ト考 ヘ ラ レ

ノレo

而 シテ第14表 ノ球 状 菌 テ抗 元 トセ ル モ ノニ於

テ ハ50倍 ス ラ肉 眼 テ以 テ制 定 シ 得 ザ ル モ ノガ
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第14表 結核 ヲ認 メ ザル他疾 患 二於 ケル凝集 反慮比較

8

照射
一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

7

一
㎜一α「

,20

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

脚

一

一

一

一

一

6

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

三
一

一

一

一

一

一

一

一

一

口

一

一

一

一

5

1
4

蜘
一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

[

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

十
一

一

㎜
一

、

三
一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

十
一

十
一

一

3

75

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

十
一

十
一

一

2

1
50

1
モー

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

「

一

十
一

一

一

一

一

一

一

一

一

十
一

十
一

十
.

一

十
一

十
一

一

一
1

25

一

十
一

十
一

十
一

十
一

十
一

十
一

十
一

十
一

十
一

十
一

十
一

十
一

十
一

十
一

十
一

十
一

十
一

十

型
■

ノ

元抗

㎞㎞舗
㎞欲K

㎞㎞舗
㎞磁K

㎞㎞舗

㎞磁K

㎞㎞舗
㎞磁K

㎞㎞舗
㎞磁K

㎞㎞舗
n㎞㎞

㎞㎞舗
㎞磁K

㎞㎞舗
㎞欲K

㎞㎞舗
㎞欲K

㎞娩舗
㎞磁K

㎞眈舗
㎝憾恥

㎞㎞舗
㎞磁K

㎞㎞舗
㎞磁K

㎞㎞舗
㎞磁K

n伽伽S

㎞磁K

蜘玩舗
㎞欲K

㎞㎞舗
㎞磁K

㎞㎞舗
㎞磁K

断診

炎肺性急

炎肺性急

炎肺性急

疽壌肺

疽壌肺

癌肺

癌肺

攣硬肝

疸黄性見答加

疸黄性見答加

疸黄症石謄

疸黄癌肝

症崩尿

炎膜漿性獲多

病氏
・チソバ唱

瘍髄脊

病黄萎

息喘性臓心

齢年

42

26

28

里
47

48

58

46

34

30

59

16

器

51

39

20

56

性

♂2

♂3

4

土
♂

一5

♂6

一

♂7

♂8

♀9

♂10

含11

♂12

♀13

舎14

♀15

舎16

♀17

♀18

名姓
窟

♂1

大多激ヲ占メテ居ル。

第三節 肺結核患者 二於 ケノY

凝集反雁比較

余ハ第一報二於 テ桿状菌ラ抗元 トスル凝集反慮
二於テハ結核患者血清 トテモ何等特別二高キ凝

集償 テ示サズ、臨躰的慣値 ラ認メル事ハ出來ナ

カツタ。然ルニ今 ヤ新抗元 ナル球状菌 テ用 フル

ニ當 リ、鼓二第15表 トシ テ結核患者血清二於

ケル雨抗元 ノ比較表 テ掲 グル。

第15表 テ第13表 及第14表 ト比較 スル ニ桿状
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菌 テ抗 元 ト地 ル モ ノニ於 テ ハ、 結 核患 者 デモ 肉

眼 的 二認 メ ラ レル凝 集 反 応 ハ起 ラナ ィ ノデ ァル

ガ、球 状 菌 テ抗 元 トスル凝 集 憤 八極 メ テ高 ク シ

テ、肉眼 テ以 テ モ200倍 、300倍 或 ハ400倍 二

反慮 スル ヲ認 メ、 時 ニハ600倍 又 ハ800倍 迄 反

慮 スル モ ノが認 メ ラ レ タ(コ ノ800倍 二反 慮 ス

ル モ ノテAgglutinoskoPテ 用 ヒテ判 定 スル ニ、

3200倍 ・迄反 慮 シテ居 ル ノが認 メ ラ レ タ)。 即 コ

レニ依 ツテ見 ル モ桿 状 菌 二依 ル モ ノ トノ差 異 叉

極 メテ明瞭 デ ア ル。

而 モ重 症 デ ア ツ 歩軍 木(粟 粒 型)ノ 如 キ モ ノニ於

テモ150倍 二反 鷹 シi柴 野 、 安 田 ノ如 キnega-

tiveAllergieト ナ レル重 症 ノ者 二 於 テ モ猫

300倍 、400倍 ノ高 キ凝 集 償 テ認 メ タ.

即球状 菌 二依 ル凝 集 反 慮 二於 テ ハ、 表 ノ示 ス如

ク、結 核 患 者 デ サ ヘ ア レバ 、 時 二多 少 ノ高 低 差

異 ラ認 ム ル ガ、 略Z相 似 タ凝 集 債 テ示 シ タ コ ト

へ 第一 報 二報 ゼ ル桿 状 菌 テ抗 元 トセ ル凝集 及

第15表

慮 ノ場合 ト大 二趣 テ異 ニシテ居ル貼 デアル。

尤 モ凝集慣 ノ高低ハ直チニ其 ノ疾患 ノ軽重ラ意

味スルモノデハ無 イ檬 デアルガ、其 ノ軽症 ト言

ハズ、重症 ト言ハズ大農:二於 テ或 ルー定程度以

上 ノ凝集償テ示 シ、而 モ所謂健康者及非結核患

者 二於 ケル凝集憤 一比 シテ遙 カニ高 イト言 フ事

が最 モ重要ニシテi臨休的償値 ノアル所 デアル。

然 うバ球状菌 テ以テシタ肉眼的凝集反慮 ノ成績

カラ、何倍迄 テ健康 ノ或 ハ 非結核性疾患 ト爲

シ、何倍以上テ陽性デ結核性疾患 ト爲 スベキカ

ト言 フ、判定規準二關 スル所 ノ問題 が生 ジテ來

ル繹 デァルガ、之ヲ'決定 スルニハ多数 ノ材料 テ

検査 シ劣後 ニスベキデアル。此 ノ貼 二就 テハ後

報二詳細二報告スル事 トシテ、弦 ニへ 球状菌

デ行 ツタ凝集反応デノ・、肉眼的 二判定 シテ、結

核 ト非結核 トノ間二八明 カナ塵劃 ガアリ得ル ト

言フ事 グケテ示 ス爲メー、第16表 ニ一括 シテ

見 劣n

肺結核患者二於ケル凝集反慮比較表
1

姓 名 性 年齢

マ1

氏
反
磨

「

」
所
見

抗 元 型
1 2 3 41 5 6 71 8 9 ・・1・ ・ 12

25 50 75 …1・5・ 200 3・蜘 600 8・・1・2・・

圏

i対照

1♂ 21 柵
IStabchen

一 一 一 一 一 一 一 一 一 一1一 一

(十)
Kokken 十 十 十 十 十

=
十 一

一
一

一 一 一
一
一

一 一

2♀ ・ 22 帯 (十)
Stabchen 二

十

一 一 一 一 一
一
一 一 一

Kokken 十 十 十 十 十 一 一 一 一 一 一

3舎 19 冊 (十)
St乞bchen 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

Kokken 十 十 十 十 十 十 十 一 一 一 一 一

4♀ 24 柵 (+)
Stabchen 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

唱

Kokken 十 十
=

十 十 十 十
=

十 一
二

一 一 一

5♂ 21 十 (+)
St註bchen 一 一 一 一

一
一

一
一 一1一 一 一

Kokken 十
.
十 十 十 十 十 十 十 一 一 一 一 一

61♂ 23 柵 (+)
St乞bchen 一 一 一 一 一 一 ■一 一 一 一 一 一

Kokken 十 十 十 十 十 十 十 十 十 一 一 一

7♂ 29 柵 (十)
St益bchen 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

Kokken 十 一 十 十 十 十 十 十 十 十 一 一

8♀ 30 柵 (什)
St乞bchen 一 一 一 一 一 一 一 ■一 一 1-1一 一

Kokken 十 十 十 十 十 十 一 一 一 一 一 一

9♂ 35 柵 (++)
Stabchen 一 一 一 一 一 一 一 一 一 1一 一 一

Kokken 十 十 十 十 十 十 十 一 一 ヨ_
1

一

10♂
1

241什 (什)
St義bchen 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一1一 一

1
Kokken 1十 十 十 十 十 十 十 一 一 一1_1_・



3嬢 小 田切=「 中川氏非抗酸性結核菌」二因ル結核凝集 反応 【第15巻

43 一 (替)
Stabchen 一 一 一 一 一

ニ ー
十
=
一
十

一
二
十

一 一 一 1
_

11一 ♀一

Kokken 十
一

十
=

十 十 十
=
一
十'=

一

十

=一
一
十
=
=
=

一
一

二
十

一
一
■一
一
一

}
一
一

一
一
一

『
一
}
一

}

一
一 ●
一

瞥『

二 一
一
『
一

『
一

一
一

●

17 柵 (什)
St乞bchen

一
一
一

一

一二

十

一
一

12_♂
Kokken 十 十一=

一
十
=
一
十

十一
一
十
=
=42 一

(冊)
Stabchen

_二

十

一
『
一

}
↓
一

二
十
=
一
十
=
一
十
=
}
十

一
一
一一

一
一

一r
一

一
一

一一
一

一
一
一

13舎 一 『
十
=

Kokken 十 一
一
一

一
一
一
一
一
一
一

一
一

一
一

一
一

一
一

一
一
一

一
一一
一

一一

一
}

一
『
一

55 什 (柵)

}

、柵)

Stabchen 一
一

二
十

一
一

14_♀
Kokken 十

一
十 十 一 一

一 一
一

一

一
29 ±

Stabchen 一 一
二
十

一 一 一
『
一

15_♂ ㌧
Kokken 十 十 十

=
一
十

十
=

一
一
一

『
一

42 一
(柵)

一

冊)
一

(柵)

一
Stabchen 一 一 一 一 一

二

二
十
=
}
十

一

=一

二

二

二
十

一
一

一
一

}
一

一
一

一
一

一
一

16_♀
Kokkeh 十 十

=
十

一
十
=

一
十

『
一

57 一
Stabchen 一

一
一

一
一

十

}

二
十

一
一

17_含
Kokken 十 十 十

一
十

『
一

22 十
Stabchen 一 一 一 一

二
十

二
十

_二

十

一
一

18_♂
Kokken 十 十 十 十

一
一

一
一

第16表 球状 菌 ノ ミニヨル結核凝 集反磨比較表

所謂健康者及非結核患者凝集反慮

姓名 性

!

2

一3

一
4

一
5

一
6

一
7

一
8

一9

一
10

一
11

一
12

一
13

一
14

一
15

一16

一
17

一
18

一
19

一
20

一
21

一22

一
23

一
24

■
■
■
]
■
■
■
■
■
■

■
■
璽
■
□
■
亘
■
■
■

年
齢

21

一
20

一
19

一
19

一
20

一
器

一
19

一
24

一
23

一
20

一
21

一
20

一
42

一
26

一
26

一
47

一
48

一
58

一
56

一
59

一
34

一
30

一46

一
37

♀

一
⊥

"
一
"
一

⊥

"
一
"
一
ユ

"
一
"
一
"
一
⊥

♂

一♂

一♀

「♂

一♂

マ♂

一♀

一♂

亙

⊥
♂

一♂

↑♂

診 断

勤務看護婦

●,,

,,

急 性 肺,炎

急 性 肺 炎

肺 壌 疽

肺 埋 疽

肺 癌

肺 癌

肝癌 、黄疸

肝癌 、黄疸

加答見性黄疸

加答見性黄疸

肝 硬 攣

・12131415

O
嶋
d

O
O
d

頃
卜

O
ゆ

頃
●壷

一
=

一
=

=

=

=

一
=

=

=

一
一
=

「
一
}
=

一
=

一
=

一
一
=

=

一
一
一
=

一
二

=

=

=

=

=

=

=

=

一十

一
十

=

=

=

=

=

=

=

=

=

=

=

二

一
=

=

=

一
二

一
=

一十

一十

[
十

一十

=

=

ニ

ニ

=

=

=

一
二

一
=

=

一
=

=

一
二

十

一
十
一
十
一
十

一十

一十

一
十

一十

二

二

二

二

=

=

=

=

一
二

=

十

十

一十

一十

一十

一十

一十

一十

一十

一十

一十

一十

一
十

一十

一十

一十

一十

一十

一十

一十

一十

一十

一十

一十

肝 硬 攣 十 一1一 一

76

§1§
1

二

結 核 性 疾 患 者 凝 集 反 慮

1

2

一
3

「
4

一
5

一6

一7

一
8

一
9

一
10

一
11

一
12

一
13

一
14

一
15

一
16

一
17

」
18

一
19

一
20

一
21

一
22

一
お

一
24

姓名 性

■
■
■
■
■
■
■i

年
齢

21

一
21

一
23

一
27

一
31

一17

一22

一
24

一
21

一
22

一
25

一
16

一
釜

19

一
24

一
21

一
23

一
29

一
17

一
26

一
30

一
35

一
24

一
節

♂

【♂

一♂

}♂

一♀

一♀

一♂

一♀

一♂

早

}♂

一
♂

一♂

一♂

一壬

♂

一
♂

一♂

一笠

♂

一♀

一♂

一♂

一♂

「レ・」所 見

診 断

(一)肋 膜 炎

(一)

(一).・

(一),,

(一)"

(一),,

(一)肋 腹膜炎

(一)"

(十)肺 門結核

(十),,

(+)"

(+),,

(十),,

(+)培 殖 性

(十)"

(十)"

(十).・

(十),,

(什)増 ・滲 性

(替)"

(什)増 殖 性

(什)"

(骨)"

(++)"

1

十

「十

一十

一十

一十

一
十

一十

一十

一十

㎝十

一十

一
十

一十

}十

}十

一十

一十

一十

一
十

}
十

一十

一
十

}十

一
十

32 41516レ181g!・ ・111'

O
O
O
d

O
O
oo

O
β

辱

O
O
寸

O
O
oっ

O
O
O建

O
雲

O
O
d

ゆ
ト

O
の

頃
e建

」」』」」↓固捧陣十十 十

一十

一十

一十

一十

一十

一十

一十

一十

一十

一十

一
十

一
十

一
十

一十

一十

一十

一

十

一十

一十

一十

一
十
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第四章

結核 凝 集反 慮 ノ判 定 二際 シ必 然 的 二比較 対 照 セ

ラ レル ハ 「腸 チ フ ス」凝集 反磨 ナ ル、Widalsche

Reaktionデ アル。 而 シテ現 今迄 ノ結 核 凝集 反

腱i實施 者 ハ皆 等 シ ク其 ノ凝 集 状 態 ノ不 鮮 明 ニ シ

テ、到 底 腸 「チ フ ス」菌 凝 集 反 慮 ト対 比 シ得 ラ

ル ・モ ノニ非 ザ ル事 テ述 べ テ居 ル。

井 上 ノ如 キ ハ雲 泥 ノ差 違 ア リ ト言 ヒ、且 「陽 否 ノ

鑑 別 ノ如 キ同.__.血清 二於 テ モ検 者 ニ ヨ リテ屡 ≧

其 ノ見解 テ異 ニ ス ル事 ア レバ、 余 ハ常 二細 心 ノ

注意 ト公 準 ノ態 度 ラ持 シ、 ヅ トメテ毅 瑛 無 キ テ

期 シテ成 績 ノ判 定 二臨 メ リ」 ド述 べ、其 ノ判 定 ノ

至難 ナル テ指 摘 シテ居 り、 其 ノ陽 否 ノ判 定 ニハ

(柵)、(升)t(+)、(±)i←)ノ 記 號 ラ用 ヒi

「(柵)トハ 上 方全 ク清澄 トナ リテ管 底 一 沈 澱 テ

生 ズル モ ノ、(十)ハ 上澄 液 ノ多 少 漏 濁 セ ル モ

ノ、(十)ハ 全 液 潤 濁 セル モ、 明 カ ニ管 底 二凝 集

セル沈 渣 ラ生 ゼ ル モ ノ、(±)ハ 陽 否 ノ鑑 別 困 難

ナル モ ノ、(一)ハ 全 ク掴 濁 シテ毫 モ沈 澱 ラ起 サ

ザ ル モ ノテ示 ス」ト言 ツテ居 ル。

前 田 モ亦 脇 塞 扶 斯 等 ノ凝 集 反 慮 二比 シテ著 シク

不鮮 明 ニ シテ、 實 験 者 ノ主観 的 考察 ト肯 定 トニ

依 リテ 自 カ ラ多 少 ノ差 異 テ生 ジ、 且屡Z見 解 テ

異 ニス ト、其 ノ判 定 ノ至 難 ナ ル テ述 べi猫 完 全

二凝 集 シタ所 テ トル カ、或 バー部 僅 カ ニ凝 集 シ

タル所 テ トル カ ニ依 リテ一 定 セズ ト言 ヒ、 其 ノ

判定 ノ記 號 及状 態 二閣 シテ ハ井 上 トー 致 シテ居

考 察

ノレo

而 シテ腸 窒 扶 斯 菌 ノ凝 集 反 磨 二毫 モ劣 ラズ、 頗

ル明 瞭 ナ リ ト言 フ川 村 二於 テ モ、 其 ノ凝 集 状 態

ノ判 定 二於 テ ハ、 井 上 、前 田 、揚 ノ諸 氏 二於 ケ

ル ト何 等 ノ相 違 テ認 メナ イ。

近 時 飯 島 ハWidalscheReaktion程 ニハ 明瞭

ナ ラザ ル モ、 少 シク習 練 テ積 ムナ ラバ 、極 メテ

微 量 ノ沈 渣 卜錐 、 明 カ ニ認 メ得 ル ト言 ツテ居

ル 、而 シテ動 物 實 験 二於 テ300倍 二於 テ既 二判

定r+)ノ 血 清 二於 テ500倍 、750倍 、1000倍t

2000倍 、3000倍 迄:ノ何 レモ(+)一 制 定 スル事

が出来 、5000倍 二到 ツ テ(±)デ ア ル モ ノガ ア

ル が、 ソ レハ氏 ノ言 フ微 量 沈 渣 テ見逃 サザ ル習

練 二依 ル モ ノ ト信 ぜ ラ レル。

即以 上 ノ如 ク各 結 核 凝 集 反 庶 實 施 者 ノ言 テ聞 ク

ー、其 ノ成 績 判 定 八極 メ テ至難 ニ シテ、修 練 ノ

カ 、或 ハ 細 心 ノ注:意 ト公ZFナ ル鋭 キ〕観察 力 ヲ'有

ス ル人 士 二非 ザ レバ 、其 ノ成 績 判 定 テ良 クス ル

能 ハ ザル テ思 ハ シメ ル。

然 ル ニ余 ノ「中川 氏 非 抗 酸 性結 核 菌 」二因 ル結 核

凝 集 反慮 二於 テハ 全 ク趣 ヲ異 ニ シテ居 ル。 即 既

二第 一 報 二於 テ報 告 ゼ ル 中川 氏 桿 状 菌 二因 ル凝

集 反 磨 ハ不 鮮 明 一 シテ、 結 核 ト非 結 核 トテ産 別

スル事 ハ不 可 能 デ ァ ツ タガ、 中川 氏 球 状 菌 二因

ル凝 集 反 慮 二於 テハ、 其 ノ凝 集 粒 子 テ肉眼 テ以

テ明瞭 二認 メ得 ル モ ノニ シテ、 結 核 ト非結 核 ト
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ノ間二明瞭 ナル凝集償ノ差異テ認 メ得ルモ,デ

ア ル 。

即球状菌 テ以テ凝集反慮 テ行 フ時ハ肉眼的二凝

集 テ認 メ得ル ト共 二、ソノ凝集状態ハWidalsche

Reaktion二 於 ケル凝集反磨 二劣ル所 ハナイ。

然 シ斯 カル際 二問題 トナルハ、凝集贋判定規準

テ肉眼判定二置クベキカ、或ハ5又Agglutinoskop

テ用 ヒテノ判定二置クベキカ ト言 フ事 デアル。

勿論學設的ニハAgglutinoskoPニ テ認メラレ

ル凝集 ノ最大限テ判定規準 ト爲 スベキデアル

ガ、臨沐的ニハ制定上種 々 ノ困難 ト過誤 ノ危瞼

ガ件 ヒ易 イ規準ハ出來ルダケ避 クベキモ ノデア

ルカラ、肉眼ラ以テ認 メ得 ラレル最高稀程度 テ

以テ凝集慣 ラ判定 スル事 ガ望 マシイ。自ロ斯 カル

判定方法 コソ、臨躰的 二最 モ容易ニシテ而 モ確

實 デアル。

而 シテ此 ノ規準 ノ下二凝集状態 テ見ルニ上澄ハ

勿論清澄 ニシテ、管底ニハ其 ノ管底全面 テ掩 フ

薄 イ膜 ノ如キ沈渣物 テ認 メ、之 ラ注意 シテ管外

ヨリ見 レバ或 ルモ ノハ就二其 ノ状態二於テ凝集

粒子 テ認 ムル事 ガ出來ル、而 シテ其 ノ試験管 テ

輕ルク振盈スルヤ、沈渣物ハ容易二緩ヵナ大 キ

ナ龍巻 テ爲 シテ上澄中二上昇 シ、或 ハ煙柱状二

或 ハ帯状二巻上ル龍巻ハ縮 テ白色 ノ凝集粒子 ヨ

リナツテ居 リ、忽 ニシテ上澄中二禰蔓 シ、各粒

子 ハ斜光線 二光 リ輝 イテ見エル。然 シ稀繹倍数

ノ檜 ス ニ從 ヒ其 ノ凝 集 粒 子 ハ次 第 二小 サ クナ ツ

テ行 クガ、 縦 令 微 小 ノモ ノデ モ肉 眼 テ以 テ判 定

シ得 ル モ ノデ ア レバAgglutinoskoPテ 以 テ見

ル ニ銀 白色 二光 リ輝 クPartikelchenト シテ認

メ ラ レル。 コ ノ粗 大 ナル凝 集 粒 子 ハ其 ノ結 合 固

ク シテ、 強 ク振 盈 スル トモ容 易 二破 壊 消散 スル

事 ハ無 イ。

即 斯 ク ノ如 ク余 ノ凝 集 反 庶 二於 テ ハ線 テ判 定 ハ

肉 眼 テ以 テ爲 スガ故 二、 熟 練 者 ト不 熟 練 者 トテ

問 ハ ズ何 人 ト難 モ 明瞭 且容 易 二判 定 シ得 ラレル

モ ノ ア ア ル 。

然 ラバ非結核 ト結核 トノ境界 テ定ムベキ凝集贋

テ何塵 二決定 スベキカ、此 ノ問題 ヲ決定スルニ

ハ、本報二報告 セル症例 ハ甚 ダ僅少デアル。從

ツテ此 ノ規準二關 スル問題拉 二木凝集反慮 ノ意

義等 二就 イテハ後報 二譲ルコ ト・スル。本報二

於 テハ唯中川氏桿状菌 デ不成功 二終 ツタ結核凝

集反慮 ガ、球状菌テ使用スルニ至 ツテ、凝集性

ガ著 シク上昇 シテ、肉眼的ニテ認 メラレル様ニ

ナ リ、且 ツ非結核 ト結核 トノ間二差異 ノァル事

モ明カニ爲 シ得 タノデアルカラ、爾叉第二報二

於 テ詳述 セル如 ク、球状菌モ亦結核菌 ノー異型

トシテ考へ得 ラレル事 カラ、球状菌ラ以テスル

凝集反磨モ亦決 シテ不合理 ノモノデナイ事ダケ

テ記載スルニ止メル。

第五章 結 論

中川氏非抗酸陞結核 菌(桿 状菌 ・球状菌)ラ 用

ヒ、肉眼的判定テ以テ凝集反慮 テ試 走、次 ノ如

キ結果 ヲ得 タ。

1)健 康家兎ニコッホ氏生菌 テ注射 シテ、凝集

反慮 テ試 ミタルニ、桿歌菌 ・球状菌 ノ何 レニ封

シテモ凝集債ハ著明二上昇スルガ、球状菌 ヲ以

テシタ方ガ凝集反慮著明デアリ且高度デアル。

2)中 川氏球駄菌生菌 テ家兎二注射スル ト、球

状菌 二封スル凝集ハ著明二上昇スル。

3)以 上 ノ場合 二於 テハ、凝集債 ノ上昇 テ見タ

ル後二、マントー氏皮内反慮 ガ 陽性 二現ハ レ

ノレ0

4)健 康看護婦、非結核患者 ノ血清二就キ、凝

集反慮 テ試 ムル時ハ、桿状菌テ以テシテハ肉眼

的 二凝集 ラ認 メ得ナ イガ、球状菌 テ以テスレ

バ、明二肉眼的二凝集テ認 メ得ル。

5)結 核患者血清 ノ凝集反慮 ハ桿状菌 デハ肉眼

的 ニハ陰性 デアルガ、球状菌デハ著明二凝集反

癒 テ認 メル。"

6)結 核患者血清 ノ球歌菌二封 スル、凝集反慮

ハ健康者、非結核患者 ノ夫 レヨリハ高 イ。從ツ

テ雨者 ノ間ニハ明二差異 ラ認 メル。
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7)以 上 ノ所見カラ、中川氏球状菌テ用 フル方

ガ、桿状菌 二比較 シテハ結核凝集反磨實施上、

優 レテ ヲル ト考 ヘ ル。
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